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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

近  藤 さ ん （  左  ）と 高  木 さ ん
ラ ン ド マ ス タ ー 」 を 受賞 。 金 賞 ５ 回 な ど 、 こ れま で に エ ン ト リ ー し た ８回 す べ て で 受 賞 を 重 ね てい る 。 Ａ Ｆ Ｖ （ 装 甲 戦 闘車 両 ） 系 コ ン テ ス ト で の受 賞 も 多 数 あ り 、 雑 誌「 ア ー マ ー モ デ リ ン グ 」に お 手 本 と し て 作 例 が 掲載 さ れ て も い る 。　

近 藤 さ ん は 、 広 告 代 理
店 で グ ラ フ ィ ッ ク デ ザ イナ ー と し て 働 く 傍 ら 、 モデ ラ ー 「 Ｋ Ｚ Ｇ 」  （ カ ズジ ィ ） と し て 活 動 。 プ ラモ デ ル 大 手 の タ ミ ヤ が １９ ７ ３ 年 か ら 開 催 し て いる 「 タ ミ ヤ 人 形 改 造 コ ンテ ス ト 」 の 常 連 受 賞 者で 、 雑 誌 「 モ デ ル グ ラ フィ ッ ク ス 」 へ の 作 例 掲 載

　
山 口 市 在 住 の ジ オ ラ マ

作 家 、 高 木 直 哉 さ ん と 近藤 一 義 さ ん に よ る 「 ジ オラ マ 展 」 が 、 山 口 ふ る さと 伝 承 総 合 セ ン タ ー （ 山口 市 下 竪 小 路 ） で

2 6日

（ 日 ）  ま で 開 催 中 。 昨 年
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月 の リ ニ ュ ー ア ル オ ー プン を 機 に 、 今 年 ２ 月 か ら同 館 で 展 開 さ れ て い る「 マ ン ス リ ー 企 画 」 の 一つ で 、 観 賞 は 無 料 。　
高 木 さ ん は 、  「 ミ リ タ

リ ー モ デ ル 」  （ 主 に 第 二次 世 界 大 戦 以 降 の 陸 戦 兵器 の 模 型 ） を 得 意 ジ ャ ンル と す る モ デ ラ ー 。 日 本で 最 高 峰 の ス ケ ー ル モ デル コ ン テ ス ト と 言 わ れ てい る 「 キ ヤ コ ン 」 で 、 ２０ １ ６ 年 に 最 高 賞 の 「 グ

向 か い 合 わ せ に な り 名 刺交 換 す る と 、 二 人 と も 山口 市 の 同 じ 地 域 に 住 ん でい る こ と が 判 明 し た 。 以来 交 流 が 始 ま り 、 ５ 年 前に は 合 同 展 を 山 口 市 内 で初 開 催 。 今 回 は 、 そ れ 以来 の 合 同 展 示 と な る 。　
会 場 に は 、 各 種 コ ン テ

ス ト 受 賞 作 や 、 雑 誌 に 掲載 さ れ た 作 品 な ど 、 大 小約

3 0作 品 が 並 ぶ 。 題 材

は 、 歴 史 上 の 一 コ マ 、 映画 、 テ レ ビ 番 組 、 戦 争 の一 場 面 な ど さ ま ざ ま だ 。

で も 活 躍 中 だ 。 また 、 山 口 市 内 の カ ルチ ャ ー ス ク ー ル で 、ジ オ ラ マ 作 り 教 室 の講 師 も 務 め て い る 。　
高 木 さ ん と 近 藤 さ

ん が 知 り 合 っ た のは 、

1 5年 ほ ど 前 。 福

岡 市 で の モ デ ラ ー 交流 会 の 席 で ち ょ う ど

～  ２ ６ 日 「 ジ オ ラ マ 展 」  、  ふ る さ と 伝 承 セ ン タ ー で

高 木 さ ん と 近 藤 さ ん  の 雑 誌 掲 載 作 な ど ズ  ラ リ地 面  ・  木  ・  建 物 を 作 る

ワ ー ク シ  ョ  ッ プ も 開 催

回 目 ・

1 8日 の テ ー マ は

「 木 を 作 る 」  、 ３ 回 目 ・

2 5

日 の テ ー マ は 「 建 物 を 作る
」
。 地 面 一 つ と っ て

も 、 土 、 コ ン ク リ ー ト 、石 畳 、 雪 景 色 等 さ ま ざ まで 、 木 ・ 植 物 も し か り 。　
「 こ こ で 指 導 す る テ ク

ニ ッ ク は 、 ド ー ル ハ ウス や ミ ニ チ ュ ア ハ ウ ス作 り に も 使 え る の で 、気 軽 に 参 加 し て も ら えた ら 」 と 高 木 さ ん 。　
参 加 料 は 各 回 ８ ０ ０

円 で 定 員 は

1 0人 程 度 。

小 学 高 学 年 以 上 が 対 象だ 。 申 し 込 み ・ 問 い 合わ せ は 同 セ ン タ ー （

☎

０ ８ ３

－

９ ２ ８

－

３ ３

３ ３ ） へ 。

　
会 期 中 に は 、 ジ オ ラ マ

作 り の ワ ー ク シ ョ ッ プ も開 か れ る 。 土 曜 日 午 前
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時 か ら 午 後 ３ 時 ま で （ 休憩 １ 時 間 ） の 全 ３ 回 で 、１ 回 ご と の 参 加 も 可 能だ 。 １ 回 目 ・

1 1日 の テ ー

マ は 「 地 面 を 作 る 」  、 ２

金 融 業 功 労 で 旭 日 双 光 章

1 9 5 0  年 ７ 月 山 口 市 宮 野 生 ま れ の  7 1  歳 。
山 口 高 、 福 岡 大 卒 業 後 、 7 3  年 に 山 口 信 用
金 庫 入 庫 。 2 0 1 0  年 の 萩 信 用 金 庫 と の 合 併
後 、 萩 山 口 信 用 金 庫 常 務 理 事 を 経 て 1 5  年
か ら 理 事 長 に 。 県 信 用 金 庫 協 会 会 長 、 山
口 商 工 会 議 所 副 会 頭 な ど も 務 め る 。
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山 口 信 用 金 庫 入 庫 か ら

今 年 で

4 9年 。 ２ ０ １ ５ 年

か ら は 萩 山 口 信 用 金 庫 理事 長 、 県 信 用 金 庫 協 会 会長 な ど を 務 め 、 地 域 経 済の 活 性 化 を 支 援 し て きた 。 こ れ ま で の 金 融 業 界に お け る 顕 著 な 功 績 が 認め ら れ 、 春 の 叙 勲 で 、 旭日 双 光 章 を 受 章 し た 。「 個 人 の 喜 び と い う よ りも 、 萩 山 口 信 用 金 庫 が 地域 の お 役 に 立 て て い る とい う 証 。 お 客 様 と 職 員 のお 陰 」 と 感 謝 す る 。　 「 信 用 金 庫 は 地 域 と と

も に あ る 」 考 え を 根 幹に 、 山 口 商 工 会 議 所 副 会頭 、 山 口 市 社 会 福 祉 協 議会 監 事 な ど も 務 め 、 地 元住 民 や 団 体 と 多 方 面 か ら関 わ り を 深 め て き た 。　
コ ロ ナ 禍 で 打 撃 を 受 け

た 地 域 経 済 の 回 復 に つ いて は 「 伴 走 支 援 」 を 経 営ビ ジ ョ ン に 、  「 融 資 だ けで は な く 、 お 客 様 に 寄 り添 っ た 問 題 解 決 に 取 り 組ま な け れ ば 」 と 話 す 。　
好 き な 言 葉 は 「 論 語 」

よ り 、 思 い や り を 意 味 する 「 恕 」  。

小
お

田
だ

村 むら

　
哲 てつ

さ ん
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ぶ ど う の 木 代 表　 　 　 　 　 　 　

中 村

　
佳 恵

　
北 海 道 の 原 生 林 に 囲 ま れ

て ひ っ そ り 広 が る 湖 に は 、夜 に な る と し ま ふ く ろ う の親 子 が あ ら わ れ ま す 。 ま だ自 分 で え さ を と る こ と の でき な い 子 ど も の た め に 、 親鳥 は 夜 通 し 交 代 で 魚 を と って く る の で す 。　
三 日 月 に 照 ら し だ さ れ た

湖 面 に は 、 生 き も の の 姿 は見 え ま せ ん 。 で も お と う さん は 、 月 影 の か す か な ゆ れを 見 の が し ま せ ん で し た 。ね ら い を さ だ め て 音 も な く近 づ き 、 鋭 い つ め で 魚 を とら え る と 、 再 び 空 中 に 大 きく 舞 い あ が り ま し た 。　
魚 を つ か み 、 ペ ー ジ い っ

ぱ い に 翼 を 広 げ た し ま ふ くろ う の 姿 は 、 月 の 光 を あ び

と 、 親 子 は 寝 ぐ ら へ 帰 っ てい く の で す 。　
日 々 く り 返 さ れ る 動 物 た

ち の 営 み を あ り の ま ま に 描い た 木 版 画 絵 本 。 作 者 は 紋別 生 ま れ の 木 版 画 家 で す 。　
こ の 本 は

4 7歳 の と き に 出

さ れ た 処 女 作 で 、 以 来 、 北海 道 の 原 始 的 で 神 秘 的 な 自然 と 、 そ こ に 生 き る 動 物 たち を テ ー マ に 絵 本 を 作 り 続け て お ら れ ま す 。 ど の 作 品か ら も 、 鋭 く 力 強 い 彫 り をと お し て 、 野 生 動 物 の 生 きる 覚 悟 が 伝 わ っ て き ま す 。 て 神 々 し く 輝 い て い ま す 。　
猟 は ひ と 晩 中 続 け ら れ 、

や が て 朝 霧 が た ち は じ め る

絵 本 塾 出 版
絵 ・ 文 ： 手 島 　 圭 三 郎

し ま ふ く ろ う の
み ず う み
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サ ン デ  ー 山 口  （ 山 口 版 ）  は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。

【 柴 山 流 わ か ば 展 】

６ 月

1 8日

1 0〜

1 7時
　

1 9日

1 0〜

1 6時場 所

　
Ｃ ・ Ｓ 赤 れ

ん が

　
一 木 一 草 を 基 本 と

し 、 季 節 を 敏 感 に と らえ 、 自 然 の 枝 ぶ り を 活 かし た 侘 び ・ 寂 び の 感 じ られ る 文 人 花 で す 。【 催 場 】

1 0日  （ 金 ）  〜

1 2日

（ 日 ）  ：

夏 の 特 選 会 、 黄 金

逸 品 展

【 美 術 ギ ャ ラ リ

ー 】 〜

1 4日  （ 火 ）  ：

其 処 に

在 る 美 し さ

　
三 宮 一 将 油

彩 画 展 山 口 井 筒 屋
﹇ ５ 階 ﹈ 今 週 の 催 し 案 内

次 回 は ６ 月 1 5 日 掲 載

展
　 　

示

こ こ と 新 下 関 店こ こ と 宇 部 店
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コ ー プ や ま ぐ ち で は 、 組 合 員 さ ん と 一 緒 に 環 境 保 全 活 動 を

推 進 し 、 自 然 と 人 と の 共 生 を 実 現 す る と と も に 、 環 境 へ の 負担 の 少 な い 持 続 的 な 発 展 が 可 能 な 資 源 循 環 型 の 社 会 づ く り を目 指 し て い ま す 。 ま た 、 事 業 的 に も 環 境 保 護 を 積 極 的 に す すめ る た め に 、 Ｉ Ｓ Ｏ １ ４ ０ ０ １ の 認 証 を 取 得 し 、 環 境 負 荷 の軽 減 と 汚 染 の 予 防 を 図 る 環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 継 続 的な 改 善 を 進 め て い ま す 。

コ  ー プ の 洗 剤 環 境 寄 付 キ  ャ  ン ペ  ー ン

組 合 員 さ ん と  一  緒 に

太 陽 光 発 電 事 業 に 取 り 組 ん で い ま す

　
靴 下 や タ オ ル の 臭 い が 全 く 気 に な

ら な く な り ま し た 。 こ れ か ら の 季節 、 部 屋 干 し の 機 会 も 増 え る の で 、さ ら に パ ワ ー を 発 揮 し て く れ る と 思い ま す 。 す す ぎ １ 回 で 済 む の で 少 ない 水 で 洗 濯 で き る の も 嬉 し い ポ イ ント ♪

　 　 　 　

（ 防 府 市

　
Ｙ ・ Ｏ さ ん ）

　
「 コ ー プ の 洗 剤 環 境 寄 付 キ ャ ン ペ ー ン 」 は 、 対 象 商 品 を １ 点 購 入 い た

だ く ご と に ０ ・ ５ 円 を 寄 付 金 と し て 積 み 立 て 、 国 内 外 の 環 境 団 体 に 寄付 す る 取 り 組 み で す 。 コ ー プ の 洗 剤 「 セ フ タ ー 」 も そ の 対 象 商 品 の 一つ 。 集 ま っ た 寄 付 金 は 、 パ ー ム 農 家 の 生 産 体 制 の 改 善 支 援 な ど に 使 用さ れ ま す 。 ぜ ひ ご 協 力 を よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。

環 境 月 間 の ６ 月 ！組 合 員 さ ん と  一  緒 に 進 め る 環 境 活 動　
次 世 代 の 子 ど も た ち に 安 心 し て 暮 ら せ る 地 球 を 残 す こ と を

め ざ し 、 環 境 問 題 を 身 近 な く ら し の 中 か ら 考 え る 活 動 を 組 合

　
再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 活 用 に 向 け 、 ２ ０

１ ３ 年 に 関 連 施 設 の コ コ ラ ン ド で 太 陽 光 発電 事 業 を ス タ ー ト 。 コ コ ラ ン ド で は 、 年 間約

2 2・ ４ 万 ㌔ ㍗ 時 の 発 電 量 を 作 り 出 し て い

ま す 。　
ま た 、 ２ ０ ２ ２ 年 ３ 月 か ら は 、 こ こ と 新

下 関 店 ・ 宇 部 店 の 建 物 の 屋 根 を 活 用 し た 太陽 光 発 電 事 業 を 開 始 。 新 下 関 店 で は 、 年 間約

3 1・ ４ 万 ㌔ ㍗ 時 、 宇 部 店 で は 年 間 約

3 8・

２ 万 ㌔ ㍗ 時 の 発 電 量 が 見 込 ま れ 、 各 店 舗 内の 電 力 供 給 に 活 用 し て い ま す 。 員 さ ん と 一 緒 に 進 め て い ま す 。


